
左／右　親子教室

6  
No.606/2010

月号

歯の健康 ● 3・4・5

きてみん！奥三河告知 ● 6

愛知大学連携協定 他 ● 7

いろいろタウン Part Ⅰ ● 8・9

生涯学習講座・まめとも通信 ● 10

消費者問題出前講座 ● 11

INDEX

広
報

東
栄

青空のもとで農作業



22平成22年6月号  No.6063

歯の健康

 ドレミの会（川角） 

 

ベビママ 

町議会文教福祉委員会 御園 

 将棋教室 

町議会一般質問 
住民健診（古戸） 

巡回職業相談10：00～産業会館 
さわやかクラブ 粟代・小林 
 ペットボトル等回収日 

胃・大腸がん検診 

町議会総務経済委員会、胃・大腸がん検診  
ニュースポーツ教室、ソフトテニス教室 

住民健診（全地区） 三輪 

操法大会 

住民健診（御園） 

親子教室 本郷 

町議会本会議  
 陶芸教室、ニュースポーツ教室、ソフトテニス教室 

 

卓球練習会19：30～Ｂ＆Ｇ体育館 古戸 

町議会本会議 下田・三ッ石・川角・西薗目 

メンタル相談　機能回復訓練教室 
 ニュースポーツ教室 

 ことばあそび 

 将棋教室 

住民健診（川角・三ツ石・西薗目） 

 月 

 三輪・中設楽 

 ニュースポーツ教室、さわやかコーラス 

 御園・足込 

住民健診（岡本・赤谷・大森・上大林・久保田・県
営本郷住宅） 

 

 
 

 

ドレミの会（足込） 東薗目 

ペットボトル 
白トレイ 
乾電池回収日 

緑風園生きがい 
デイサービス 

生涯学習 

まめともクラブ 

1火 

2水 

3木 

4金 

5土 

6日 

7月 

8火 

9水 

10木 

11金 

12土 

13日 

14月 

15火 

16水 

17木 

18金 

19土 

20日 

21月 

22火 

23水 

24木 

25金 

26土 

27日 

28月 

29火 

30水 

～表紙の写真について～
人口と世帯（4月末日現在） 

納税等（納期限6月30日） 

住民基本台帳+外国人登録 

人　口 4,012人 （－11） 

 男 1,863人 （－12） 

 女 2,149人 （＋1） 

世帯数 1,704世帯 （－8） 

※（　）内は前月比 

町 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 料  

水 道 使 用 料  

下 水 道 使 用 料  

農業集落排水使用料 

住 宅 使 用 料  

　5 月 15 日、古戸おいでん塾が開催され

ました。今年度 1 回目となるこの日は都

市部と地元から約 60 人が参加し、「ふっ

とおいでん農場」で天狗ナスの植え付けや

里芋の畝づくりなどを行いました。参加者

たちは青空のもとさわやかな汗を流しまし

た。

（写真下）5 月 18 日、親子教室の様子です。

この日は約 20 名の子どもたちが参加し、

子育てネットワーカーのみなさんと手遊び

をしたり、手づくりのいちご大福を食べた

りと楽しい時間を過ごしました。



　

8
0
2
0
（
は
ち
ま
る
に
い
ま
る
）
運
動
と
は
、
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20

本
以
上
保
と
う
と
い
う
運
動
で
す
。
8
0
2
0
運
動
は
愛
知
県
で
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

★
歯
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
と
…
？

・
な
ん
で
も
か
め
ま
す
。

・
食
事
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

・ 

よ
く
か
む
こ
と
で
認
知
症
を
予
防
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

・ 

活
動
的
で
自
立
し
て
い
る
方
が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

・ 

よ
く
か
め
る
の
で
唾
液
分
泌
が
増
え
ま
す
。

・
表
情
が
豊
か
に
な
り
、
若
く
み
え
ま
す
。

　

ふ
つ
う
、
大
人
に
は
28
本
（
親
知
ら
ず
を
入
れ
る
と
32
本
）
の
歯
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
80
歳
以
上
に
な
る
と
、
平
均
で
、
10
本
以
下
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
原
因
は
虫
歯
と
歯
周
病
。
こ
れ
ら
が
悪
化
し
て
歯
を
失
う
と
、
か
む
力
が
弱
く

な
っ
て
全
身
の
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
歯
を
失
う
ダ
メ
ー
ジ
は

深
刻
で
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
を
招
く
な
ど
、
暮
ら
し
の
質
に
影
響
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
も
そ
も
虫
歯
や
歯
周
病
の
原
因
と
な
る
細
菌
は
、
全
身
に
感
染
を
広
げ
て

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か
か
わ
り
、
健
康
状

態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
命
を
失
う
危
険
が
あ
る
う
え
に
、
治

療
に
か
か
る
費
用
や
時
間
も
ば
か
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
歯
み
が
き
な
ど
毎
日
の
口
腔

ケ
ア
と
定
期
歯
科
健
診
で
す
。

　

健
康
長
寿
の
た
め
に
、
口
腔
ケ
ア
と
歯
の
定
期
健
診
で
口
腔
内
を
清
潔
に
保
ち
、
虫

歯
と
歯
周
病
を
徹
底
的
に
予
防
・
治
療
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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歯の健康

　

6
月
4
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー
で
す
。
歯
と
口
は
全
身
の
健
康
の
入
り
口
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
口
の
中
に
殺
菌
が
増
え
た
り
、
虫
歯
が
進
行
す
る

と
健
康
を
脅
か
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
歯
の
大
切
さ
、
歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の
歯
を
守
る
た
め
の
実
践
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

8
0
2
0
運
動
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

虫
歯
や
歯
周
病
は
危
険
な
病
気
。
徹
底
的
な
予
防
と
治
療
を

歯
の
健
康

〜
自
分
で
守
る
、
大
切
な
歯
〜



１ 

「
食
べ
た
ら
、
う
が
い
・
歯
み
が
き
」

を
実
践

　

口
の
中
に
残
っ
た
食
べ
か
す
を
ほ

う
っ
て
お
く
と
、
発
酵
し
て
細
菌
が
増

殖
し
ま
す
。
虫
歯
や
歯
周
病
の
予
防
に

は
、
い
つ
も
口
の
中
を
清
潔
に
し
て
い

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
う
が
い

と
歯
み
が
き
。
朝
、
昼
、
夜
の
食
後
は

も
ち
ろ
ん
、
間
食
後
や
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

ん
だ
後
に
も
実
践
す
る
の
が
理
想
的
で

す
。

★
う
が
い
は
口
内
や
の
ど
に
い
る
細
菌

を
洗
い
流
せ
ま
す
が
、
歯
に
へ
ば
り
つ

い
て
い
る
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
は
落
と

せ
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ー
ク
の
除
去
に
は
、

念
入
り
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
必
要
で
す
。

2 

夜
は
必
ず
、
起
き
た
直
後
も
歯
み
が

き
を

　

唾
液
は
細
菌
の
増
殖
を
抑
え
る
働
き

が
あ
り
ま
す
が
、
寝
て
い
る
間
は
分
泌

が
減
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
睡
眠
中
は

口
内
細
菌
が
暴
れ
放
題
で
す
。
寝
る
前

に
は
必
ず
歯
磨
き
を
し
て
、
細
菌
を
減

ら
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

起
き
た
と
き
の
口
内
も
細
菌
が
い
っ

ぱ
い
。
そ
の
ま
ま
朝
食
を
食
べ
る
と
細

菌
を
飲
み
込
む
こ
と
に
な
る
の
で
、
起

き
た
ら
す
ぐ
に
う
が
い
と
歯
み
が
き
を

し
、
朝
食
後
に
も
ま
た
歯
を
み
が
き
ま

し
ょ
う
。

３
「
な
が
ら
み
が
き
」
で
ス
ミ
ズ
ミ
ま
で

　

歯
み
が
き
に
か
け
る
時
間
は
3
分
以

上
が
基
本
で
す
。
3
分
で
も
、
プ
ラ
ー

ク
は
な
か
な
か
取
り
き
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
1
日
1
回
は
、
長
い
時
間
を
か
け

て
て
い
ね
い
に
歯
み
が
き
を
し
ま
し
ょ

う
。
飽
き
な
い
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
を
見

な
が
ら
、
お
風
呂
に
入
り
な
が
ら
な
ど
、

「
な
が
ら
み
が
き
」
が
お
す
す
め
で
す
。

４
歯
み
が
き
剤
を
選
ぶ
な
ら
フ
ッ
素
入
り

　

歯
み
が
き
剤
は
、
フ
ッ
素
入
り
が
お

す
す
め
。
フ
ッ
素
に
は
、
エ
ナ
メ
ル
質

を
固
く
し
て
丈
夫
な
歯
を
つ
く
る
効
果

や
、
虫
歯
菌
の
働
き
を
抑
え
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

歯
磨
き
剤
を
使
う
と
、
す
ぐ
に
サ
ッ

パ
リ
し
た
気
に
な
っ
た
り
、
口
を
す
す

ぎ
た
く
な
っ
た
り
し
て
、
磨
き
方
が
不

十
分
に
な
り
が
ち
な
の
で
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

★
フ
ッ
素
の
効
果
を
上
げ
る
に
は
、
泡

を
あ
ま
り
吐
き
出
さ
ず
、
ゆ
す
ぎ
も
控

え
め
に
。

５
歯
ブ
ラ
シ
は
自
分
に
合
っ
た
も
の
を

　

歯
ブ
ラ
シ
に
は
硬
さ
や
形
、
大
き
さ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
で
、
毛
先
が

開
い
て
き
た
ら
取
り
換
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

歯の健康
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歯の健康
　

虫
歯
や
歯
周
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
の
こ
と
を
実
践
し
、
8
0
2
0
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

今
日
か
ら
実
践
！　

8
0
2
0
を
め
ざ
し
て

上
手
な

歯
磨
き
の
仕
方

1 

毛
先
を
歯
に
き
ち
ん
と
あ
て
て

み
が
く

2 

歯
ブ
ラ
シ
は
軽
い
力
で
小
刻
み

に
動
か
す
。
5
〜
10
㎜
を
目
安

に
、
1
、
2
本
ず
つ
み
が
く
。

3 

歯
の
形
は
1
本
1
本
が
丸
み
を

帯
び
て
い
ま
す
。
歯
の
面
に
合

わ
せ
て
歯
ブ
ラ
シ
の
つ
ま
先
・

か
か
と
な
ど
、
使
い
分
け
て
み

が
く
と
効
果
的
で
す
。

▲   歯の奥側はハブラ
シの「つま先」で

▲   手前側は
「かかと」で

中央部は「わき

（サイド）」で 

▲



住
民
健
康
診
査
（
歯
科
健
診
）

　

今
年
度
か
ら
住
民
健
診
で
歯
科
健
診

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
歯

科
健
診
は
3
年
間
か
け
て
町
内
の
全
地

区
を
回
る
た
め
、
3
年
毎
に
受
診
機
会

が
訪
れ
ま
す
。
22
年
度
は
御
殿
・
振
草

地
区
の
人
が
対
象
で
す
。（
23
年
度
は
本

郷
・
三
輪
、
24
年
度
は
下
川
・
園
の
予
定
）

対
象
地
区
で
住
民
健
診
希
望
を
さ
れ
た

人
に
は
健
康
診
査
受
診
券
と
一
緒
に
歯

科
健
診
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。
地

区
会
場
（
集
会
所
等
）
で
の
住
民
健
診

時
に
は
歯
科
健
診
も
同
時
に
受
け
ら
れ

ま
す
。
病
院
で
住
民
健
診
を
受
け
ら
れ

た
場
合
は
後
日
よ
つ
ば
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
の
歯
科
健
診
と
な
り
ま
す
。

歯
周
疾
患
健
診

　

40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
の
方
を

対
象
に
歯
周
疾
患
健
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
6
月
〜
9
月
の
期
間
中
に
よ
つ

ば
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
無
料
で
健
診
を

受
診
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
4
月
に

案
内
と
歯
科
受
診
券
を
配
布
し
て
い
ま

す
。

ま
め
と
も
ク
ラ
ブ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
時

は
、「
歯
っ
す
る
体
操
」
と
題
し
た
、
口

腔
ケ
ア
の
体
操
を
行
い
ま
す
。
毎
日
、

お
口
の
体
操
を
す
る
こ
と
で
飲
み
込
む

力
、
舌
を
動
か
す
力
、
か
む
力
等
を
鍛

え
ま
す
。

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

　

妊
娠
期
間
中
に
よ
つ
ば
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
無
料
健
診
を
受
診
で
き
ま
す
。

母
子
手
帳
交
付
時
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

フ
ッ
化
物
塗
布

　

年
に
3
回
、
愛
知
県
歯
科
医
師
会
の

巡
回
歯
科
診
療
車
が
来
て
歯
科
健
診
と

フ
ッ
化
物
の
歯
面
塗
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。
1
歳
〜
6
歳
児
（
保
育
園
年
長
児
）

を
対
象
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
康
診
査

　

年
6
回
行
っ
て
い
る
乳
幼
児
健
診
で
、

1
歳
6
カ
月
児
、
3
歳
児
を
対
象
に
歯

科
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
歯
科
指
導
は
健
診
受
診

児
全
員
に
行
っ
て
い
ま
す
。

親
子
教
室

　

保
育
園
入
園
前
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
毎
月
第
3
火
曜
日
に

行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
6
月
は
歯
科
衛

生
士
か
ら
む
し
歯
の
原
因
、
お
や
つ
の

与
え
方
、
歯
の
磨
き
か
た
な
ど
に
つ
い

て
の
お
話
を
し
て
い
ま
す
。

歯の健康
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5 月 17 日フッ素塗布のようす

東
栄
町
の

　

歯
科
保
健
事
業

問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課
衛
生
係 

七
六

－

〇
五
〇
三

※
み
が
き
残
し
や
す
い
と
こ
ろ

○
歯
と
歯
の
す
き
間

○
抜
け
た
歯
の
と
な
り

○
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目

○
前
歯
の
裏
側

○
奥
歯
の
溝

○ 

上
あ
ご
の
一
番
後
ろ
の
歯
の
裏

側
○
矯
正
中
の
歯噛み合わせ

歯と歯グキの境目

歯と歯の間
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　愛知県では、平成 22 年度・23 年度に、新城市、設楽町、東栄町、豊根村を中心とする地域で、文

化芸術複合イベント「きてみん！奥三河」を実施します。この事業は、奥三河地域に点在する魅力あ

る芸術文化資源と観光拠点を組み合わせ、「奥三河」という地域ブランドイメージを構築すること、ま

た、都市と山村の交流人口の拡大を図ることを目的としているものです。詳しくは公式ホームページ

http://kitemin.jp/ をご覧ください。

アートの森 ・・・・・・・・・・・・・・  旧東部小学校などを拠点に、アーティストやクラフト作家が作った、奥

三河をテーマとした作品を展示

山里百景 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 奥三河固有の風土や知られざるポイントを紹介。

手づくりチャレンジ・・・・・・・  奥三河のアーティスト（志多らやチェンソ―など）による体験スクール。

旧東部小学校などで実施予定。

アートインキュベーション・・・  旧新城東高校分校東雲寮（下田地内）などをアトリエ・宿泊施設として

提供。作成現場も公開！

パケコン 2010 ・・・・・・・・・・・  奥三河の特産品のパッケージデザインを公募し、優秀作品を実際のデザ

インに採用するコンテスト。

　「きてみん！奥三河運営委員会」では、『山里のアート巡り「きてみん！奥三河」』の開催を一緒に盛

り上げていただける方々の文化芸術事業を募集しています。

　フレンドシッププロジェクトに認定された事業は、「きてみん！奥三河」事業と広報活動やスタンプ

ラリーなどを一体的に実施し、取組を支援します。

　対象となる事業の要件

　①　 三河山間地域で実施される文化芸術事業、あるいは、三河山間地域の文化芸術資源を活かした事

業であること

　　　　　※ 文化芸術事業は、三河山間地域以外からの集客も見込んでいる事業とし、特定の団体内の

みを対象とする事業（サークル内のみの発表会など）は除きます。また、特定の政治、宗

教、思想の活動とみなされる場合など一定の事由に該当するものは、対象外とします。

　②　 「きてみん！奥三河」の広報に無償で協力できる事業であること

　③　 平成 22 年 4 月から平成 24 年 3 月までの間に実施される事業であること

問い合わせ先　　役場企画課企画係　　76 － 0502

5 月 29 日（土）から東栄町旧東部小学校において「アートの森」が開幕します！

開館時間：10：00 ～ 16：00　　定休日：毎週火、水曜日

問い合わせ先：76 － 0045
是非お越し下さい。



 

施設利用のようす/4月 平成22年4月の利用者数 4月までの累計利用者数 

営業当初からの累計利用者数 1,910,202

 158 （166） 

 259 （157）  

 12 （26） 

 13,768 （14,163） 

 158 （166） 

 259 （157）  

 12 （26） 

 13,768 （14,163） と う え い 温 泉  

千 代 姫 バ ン ガ ロ ー 村  

森 林 体 験 交 流センター  
「スターフォーレスト御園」 

交 流 促 進 セ ン タ ー  
「 千 代 姫 荘 」 

施設利用のようす/4月 ※カッコ内は前年度同月による 「単位：人」 施設利用のようす/4月 

　

平
成
20
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
愛
知

大
学
と
の
連
携
事
業
。
今
年
度
は
、
前
年

度
に
引
き
続
き
、
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。

1.  

小
学
生
の
夏
季
休
暇
支
援
活
動
（
教

育
イ
ン
タ
ー
ン
）

　

小
学
生
の
夏
季
休
暇
支
援
活
動
・
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
、
8
月
2
日
か
ら
5
日

ま
で
（
4
日
間
）、
愛
知
大
学
学
生
等
の

協
力
を
得
て
実
施
。

2.  

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
受
け
入
れ

　
「
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
」
と

し
て
8
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
7
日

間
、
愛
知
大
学
学
生
3
名
を
受
け
入
れ
る

予
定
。

3.  

元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
（
地

域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
）

①
町
内
各
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の

派
遣
（
要
請
が
あ
っ
た
場
合
）

②
地
域
づ
く
り
町
民
講
座

・
年
1
回
（
10
月
頃
）

・ 

町
内
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
人
同
士
の
意
見
交
換
会
の
実
施
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
愛
知
大
学
教
員
1

名
参
加
。

4. 

健
康
づ
く
り
大
学
事
業

　

愛
知
大
学
の
先
生
が
、
東
栄
町
健
康
づ

く
り
大
学
事
業
推
進
協
議
会
の
委
員
と
し

て
参
加
。

5.  

地
域
連
携
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
事
業

　

地
域
連
携
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
か
か

る
事
業
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

愛
知
大
学
学
生
に
よ
る
地
域
防
災
シ
ス
テ

ム
の
開
発
の
研
究
を
行
う
。

6.  

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
・
集
落
支
援
事
業

　

東
薗
目
地
区
の
地
域
づ
く
り
に
関
し
、

必
要
に
応
じ
て
愛
知
大
学
の
先
生
、
学
生

を
派
遣
す
る
。
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4 月 9 日の契約（入札分）結果 ［単位：千円］

工事名等 業者名等 落札金額 （予定価格）

東栄病院予備発電電源工事（三輪地内） （株）トーエネック 岡崎支店 2,195　　

町道深谷池場線道路改良工事（三輪地内） （株）岡村組 2,480　　

町道城山花丸線道路改良工事（中設楽地内） （有）森建設 4,470　　

町道小田敷名倉線道路改良工事（西薗目地内） 丸金建設（有） 4,950　　

林道下モ山線舗装工事（東薗目地内） （株）田中組 9,700　　 （10,153）

林道よらき線舗装工事（三輪地内） （株）田中組 9,300　　 （10,182）

林道稲目平釜沢線舗装工事（振草地内） （株）NIPPO 東栄出張所 9,400　　 （10,365）

4 月 23 日分は来月号に掲載します。
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　絵本を通して、心温まる時間を持ちたい、親子でほっとできる場所、

いつでも安心して遊べる場所を作りたい、そんな思いで親子で楽し

める場所「おひさまの家」が、本郷地内にオープンしました。

　これは、空き家を改修し、「おひさまの会」のメンバーが絵本の読

み語りや貸し出し、遊び場の提供を行うもので、月に数回、開館します。

　読み語りが始まると、参加した子どもたちは絵本の世界に引き込まれ、真剣な表情でおはな

しを聞き入っていました。

問い合わせ先　78 － 5238（平松）76 － 1456（石田）

　4 月 29 日、東栄町山菜研究会のメンバーが、とうえい温泉

ふれあい広場で山菜の試食販売会を行いました。

　この日は、「こごみ」を材料としたてんぷらやごま和えなど

を振る舞い、訪れた人たちは「おいしい」、「くせがなくて食

べやすい」などと言いながら次々にこごみを買い求めていま

した。

　5 月 20 日、設楽町奥三河総合センター

で、郡内の小中学生を対象に、米村でんじ

ろうサイエンスショーが行われました。こ

れは、子どもたちが日常生活の中にある「ふ

しぎ」に気づき、科学の面白さを感じても

らおうと、奥三河ロータリークラブが主催したものです。

　ショーでは、ブーメランや風船、空気砲など様々な実験が行われ、会場は大いに盛り上がり

ました。また、100 人が手をつないで静電気が通るかどうかの実験では全員が参加し、電気

が通るとあちこちで歓声が上がっていました。
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　4 月 16 日から 21 日まで、東栄中学校の 3 年生 24 名がカ

ナダ研修へ行ってきました。メドゥリッジ校の生徒との交流や

初めて触れるカナダの文化や景色、ホームステイ体験など、か

けがえのない時間を過ごしました。

「いってらっしゃーい」

▼

▲

メドゥリッジ校
の生徒との
交流会

▼

▲ 楽しいひととき

▼

日本の伝統「折り紙」

　で交流

▼

キャピラノ渓谷。

長～い吊り橋！

カナダの街で・・・

▲
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 5月11日（火）　西薗目地区

5
月
13
日
（
木
）
月
・
御
園
・
小
林
・
粟
代
地
区

友達とたのしいひととき

足の筋肉を測ります

よいしょっ
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　消費者トラブルや被害等について相談が多く寄せられています。防止には、消費者自身

が消費者問題の知識や理解を深めることが重要です。

　この出前講座は、消費者問題の専門家を派遣し、消費者問題をわかりやすく説明しても

らい消費者自身が悪質商法など様々な問題の現状理解と、それに対処する方法を身につけ

るものです。

　対象者によってそれぞれの講座を用意していますので、みんなで参加してみてはいかが

ですか？

　

講座の種類　（1 講座 1 時間）

　（1）高齢者・障害者・及び支援する人向け講座

　　・ 消費者トラブルとその対処方法や危害・危

険情報に対する事故防止のアドバイス等行

う。

　　・ 支援する人を対象としたものでは、見守り

の重要性や気づきのポイント・解決までの

過程などの解説等行う。

　（2）若年層（学校・PTA・子育て世帯）向け講座

　　・小中学校の児童や生徒によくみられるトラブルとその対処方法

　　・ 未就学児をもつ保護者対象に子供に起こりやすい危害・危険情報に対する注意やア

ドバイス等を伝える。

　（3）町民（ボランティア）育成講座

　　・ 高齢者福祉の関係者を中心に、高齢者やその家族、高齢者を支援する人、近隣の住

民などに対して日頃の活動の中における消費者やその対処方法を説明。

受講人数 1 講座　原則 20 名以上

受付期間 平成 23 年 2 月 28 日まで　　　　　　

派遣期間 平成 23 年 3 月 10 日まで

申し込み  経済課商工観光係（76 － 1812）まで

費　　用  講師料は必要ありませんが、会場費がかかる場合はご負担下さい。

そ の 他   申し込みが多数の場合は受付期間中であっても締め切らせていただきます。



問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
衛
生
係

七
六

－

〇
五
〇
三
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モ
デ
ル
対
策
（
自
給
率
向
上
事
業
及
び

米
の
モ
デ
ル
事
業
）
は
、
23
年
度
か
ら

の
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
本
格
実
施
に
向

け
、
農
政
の
大
転
換
の
歴
史
的
な
第
一
歩

と
し
て
、
自
給
率
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
麦
・
大
豆
・
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
な

ど
に
つ
い
て
、
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す

い
助
成
体
系
の
下
に
生
産
拡
大
を
促
す
対

策
と
水
田
農
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め

に
、
恒
常
的
に
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
米
に

対
し
て
補
て
ん
す
る
対
策
を
セ
ッ
ト
で
行

い
ま
す
。

　

こ
の
対
策
へ
の
加
入
に
当
た
っ
て
は
、

6
月
30
日
ま
で
に
、「
加
入
申
請
書
」、「
作

付
面
積
確
認
依
頼
書
」
等
関
係
書
類
を
最

寄
り
の
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
（
市

町
村
、
J
A
等
）、
農
政
事
務
所
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
に
対
す
る

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼ 

と
き　

6
月
27
日
（
日
）
午
後
1
時
〜

午
後
5
時　

※
求
職
者
の
受
付
は
午
後

4
時
30
分
ま
で　

▼ 

と
こ
ろ　

名
豊
ビ
ル　

本
館
・
新
館
8

階
（
豊
橋
市
駅
前
大
通
2
丁
目
48
番
地
）

▼ 

対
象　

福
祉
職
場
に
就
職
希
望
の
方
及

び
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方　

▼ 

内
容　

三
河
地
域
の
求
人
情
報
の
提

供
、
福
祉
職
場
の
人
事
担
当
者
と
の
個

別
面
談
会
、
福
祉
の
仕
事
が
初
め
て
の

方
で
も
参
加
で
き
る
福
祉
の
仕
事
に
つ

い
て
の
各
種
相
談
会
な
ど
を
お
こ
な
い

ま
す
。　

▼
参
加
費　

無
料　

▼ 

そ
の
他　

参
加
は
予
約
不
要
、
随
時
入

退
場
可
能
で
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

　

豊
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会

豊
橋
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

〇
五
三
二

－

五
二

－

一
一
一
一

問
い
合
わ
せ
先

東
海
農
政
局戸

別
所
得
補
償
制
度
推
進
室　

〇
五
二

－

七
一
五

－

五
一
九
一

F
A
X
／
〇
五
二

－

二
〇
一

－

一
七
〇
三

東
海
農
政
局

消
費
・
安
全
部
地
域
第
二
課

〇
五
三
二

－

四
五

－

八
一
九
五

F
A
X
／
〇
五
三
二

－

四
五

－

八
一
九
六

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
で
困
っ
て
い
る
方
を
対

象
に
こ
こ
ろ
の
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
。

町
の
保
健
師
が
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
の

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

開
設
日　

平
成
22
年
6
月
18
日
（
金
）・

　
　
　
　

7
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
半
〜
2
時
半
ま
で

場　

所　

食
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
2
日
前
ま
で

に
役
場
住
民
課
衛
生
係
へ
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

　

5
月
10
日
、
田
原
市
で
活
躍
し
た

画
家
故
・
浅
田
蘇
泉
作
の
屏
風
を
、

長
男
の
浅
田
勝
延
さ
ん
よ
り
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
花
祭
り
」
と
題
し
た
こ
の
作
品

は
、
多
く
の
鬼
や
巫
女
が
色
鮮
や
か

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

勝
延
さ
ん
へ
は
、
町
長
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
屏
風
は

花
祭
会
館
に
展

示
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
み
な

さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
花
祭
り
」
屏
風
を

い
た
だ
き
ま
し
た

平
成
22
年
度
愛
知
県

 

「
福
祉
の
就
職
総
合
 

　
フ
ェ
ア
〜
東
三
河
〜
」
 

戸
別
所
得
補
償
 

 モ
デ
ル
対
策
受
付
中
 

東
海
農
政
局
長
か
ら
 

こ
こ
ろ
の
相
談
室
を
 

　
　
　
　
開
設
し
ま
す
 



　昨年度から愛知県が始めた「あいち森と緑づくり事業」が動き

始めました。これは愛知県が平成 20 年度に基金を設置し、平成

21 年度から「あいち森と緑づくり事業税」として個人県民税 500

円、法人県民税 5％の課税をお願いして、環境保全を主目的とし

た様々な森林・緑化等の施策を行うものです。山間部の北設楽地

域では人工林の間伐が広範囲に進められます。

　東栄町内では平成 20 年度に中設楽地内の山林でモデル事業地

として実施されたのを皮切りに、平成 21 年度には古戸、下粟代、

中設楽、足込の山林約 70ha の間伐が行われました。今年度も小林や川角の各地を加えて事業が展開さ

れます。

　事業の行われた山林は奥地であったり道路や住宅際であったりして、作業実施が難しく手入れが遅れ

ていた山林ですが、事業の実施により明るい山林へと変貌しました。

　この事業の対象地となる山林には別表のような条件が必要ですが、

事業実施により山林所有者には経済的負担無く間伐が実施できると

いう大きなメリットがあります。

　今後、毎年 147ha の事業地を選定し間伐を実施していくことと

なっています。事業の希望、ご相談等ありましたらお問い合わせく

ださい。

　役場経済課　林政第一係　0536 － 76 － 1812
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◆
お
悔
や
み

氏　

名

年
齢

住
所

中　

野　

か
ち
江
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み
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御
殿
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田　

巳
三
夫
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藤　

均　

平

80

振
草

内　
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定　

實

87

下
川

藤　

原　

秀　

代

78

園

月
　
日
〜
　
月
　
日
受
付 

※
戸
籍
の
窓
口
は
家
族
の
人
が
了
解
さ
れ
た
場
合
の
み
 

 
掲
載
し
て
い
ま
す
 

16

15

5

4

事業地選定の様子

間伐後

間伐前

別表　事業地の条件 ( 概略 )

◎奥地

林道を含む道路から概ね 300 ｍ以上離れた山林で 16

～ 60 年生のスギ・ヒノキの民有林（保安林を除く）

◎公道沿い

国・県・町道から概ね 100 ｍ以内にある山林で、16 ～

60 年生のスギ・ヒノキの民有林（保安林を除く）
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6
月
6
日
（
日
）
か
ら
12
日
（
土
）
に

か
け
て
全
国
的
に
危
険
物
安
全
週
間
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

消
防
法
で
い
う
危
険
物
は
、ガ
ソ
リ
ン
、

軽
油
と
い
っ
た
自
動
車
用
燃
料
を
は
じ
め

と
し
、
化
粧
品
、
天
ぷ
ら
油
、
化
学
工
場

で
使
わ
れ
て
い
る
薬
品
ま
で
、
現
在
い
ろ

い
ろ
な
危
険
物
が
身
近
に
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
い
っ
た
危
険
物
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
便
利
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
反
面
、
一
つ
取
り
扱
い
を

間
違
え
る
と
一
瞬
に
し
て
大
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
知
識
、
正
し
い

取
り
扱
い
で
、
事
故
の
な
い
安
全
な
生
活

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

【
ガ
ソ
リ
ン
の
危
険
性
】

　

ガ
ソ
リ
ン
は
、
液
温
が
マ
イ
ナ
ス
40
度

以
上
で
気
化
し
、
小
さ
な
火
で
も
引
火
し

て
爆
発
的
に
燃
え
ま
す
。
た
ば
こ
や
ラ
イ

タ
ー
の
裸
火
、
静
電
気
、
衝
撃
の
火
花
で

も
引
火
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

日
差
し
の
強
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
東
栄
町
で
は
、
畑
で
作
物
を
作
っ

て
い
る
人
が
多
い
で
す
が
、
み
な
さ
ん

は
畑
に
出
る
と
き
、
ど
ん
な
格
好
を
し

て
出
か
け
ま
す
か
？

　

最
近
で
は

あ
ま
り
見
か
け

な
く
な
り
ま
し

た
が
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
畑
に

出
る
「
蓑み

の

」
ス
タ
イ
ル
！
実
は
と
っ
て

も
エ
コ
な
ん
で
す
。

　

蓑み
の

は
、
ワ
ラ
を
編
ん
で
作
ら
れ
た
昔

な
が
ら
の
仕
事
着
で
、
雨
よ
け
、
日
よ

け
な
ど
そ
の
用
途
は
様
々
。

ま
さ
に
現
代
版「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」で
す
！

　

ま
た
、
お
茶
摘
み
な
ど
で
使
わ
れ
る

荷
作
り
ひ
も
を
編
ん
で
作
っ
た
篭か

ご

も
丈

夫
な
の
で
繰
り
返
し
使
え
ま
す
。
長
い

間
使
っ
て
い
る
お
宅
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
な
に
げ
な
い
も
の
で

も
、
ず
っ
と
使

い
続
け
る
と
愛

着
が
わ
き
、
大

切
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

ね
。

ゴ
ー
ヤ
、
植
え
ま
し
た
！

　

役
場
で
は
、
各
課
か
ら
委
員
を
選
出

し
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
推
進
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

先
月
号
で
紹
介
し
た「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

を
役
場
で
も
実
施
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、先
日
役
場（
本
庁
舎
・
分
庁
舎
・

教
育
委
員
会
）
の
周
り
に
ゴ
ー
ヤ
や
ア

サ
ガ
オ
を
植
え
ま
し
た
。夏
に
向
け
て
、

成
長
が
楽
し

み
で
す
。

【
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の
注
意
事
項
】

　

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
、
灯
油
を
適

合
し
た
容
器
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
ガ
ソ
リ
ン
は
適
合
し
た
容
器
で
あ
っ

て
も
、
客
自
ら
が
容
器
に
入
れ
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ラ
イ
タ
ー
で
子
ど
も
の
命
が
・
・
・
】

　

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
う
ち

ラ
イ
タ
ー
が
原
因
と
な
る
も
の
が
半
数
以

上
に
の
ぼ
り
、
そ
の
中
で
も
5
歳
未
満
の

子
ど
も
に
お
い
て
は
、
死
傷
者
発
生
率
が

高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

【
命
を
守
る
た
め
の
4
カ
条
】

① 

ラ
イ
タ
ー
は
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
に
置
く
こ
と
！

② 

ラ
イ
タ
ー
を
子
ど
も
に
触
ら
せ
な
い
こ

と
！

③ 

子
ど
も
が
ラ
イ
タ
ー
で
火
遊
び
を
し

て
い
た
ら
、
注
意
し
て
や
め
さ
せ
る
こ

と
！

④ 

理
解
で
き
る
年
に
な
っ
た
ら
、
子
ど
も

に
火
の
怖
さ
を
教
え
る
こ
と
！

問
い
合
わ
せ
先

　

新
城
市
消
防
本
部

消
防
総
務
課
危
険
物
係

〇
五
三
六

－

二
二

－

四
八
〇
二



○
優
良
講
習(

ゴ
ー
ル
ド)

の
人

　
　

 

更
新
手
続
き
の
後
、
警
察
署
内
で
30
分

程
度
の
講
習
後
、
交
付

○
高
齢
者
講
習
済
の
人

　
　

更
新
手
続
き
後
、
交
付

○
一
般･

違
反
運
転
者
講
習
の
人

　
　

 

手
続
き
し
た
次
の
講
習
日
に
交
付
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・
１
Q
８
４ 

B
o
o
K
3

村
上　

春
樹
（
新
潮
社
）

・
妻
を
看
取
る
日垣

添　

忠
生
（
新
潮
社
）

・
下
流
の
宴林　

真
理
子
（
毎
日
新
聞
社
）

・
オ
ー
！
フ
ァ
ー
ザ
ー

伊
坂　

幸
太
郎
（
新
潮
社
）

・ 

誰
と
で
も
15
分
以
上
会
話
が
途
切
れ

な
い
話
し
方野

口　

敏
（
す
ば
る
舎
）

◆東栄町の犯罪発生状況（4 月中）

◎刑法犯総数 2 件 （8）
・窃盗犯 1 件 （4）
［自動販売機ねらい］ 0 件 （0） 
［車上ねらい］ 0 件 （0） 

参考）郡内の犯罪発生状況（4 月中）

◎刑法犯総数 3 件 （13）
・窃盗犯 2 件 （6）

　

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

・
で
き
る
だ
け
複
数
で
行
動
す
る
。

・
防
犯
ブ
ザ
ー
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・ 

子
ど
も
が
出
か
け
る
と
き
に
は
、
行
き
先
を

確
認
し
、
何
か
あ
っ
た
時
は
大
声
で
助
け
を

求
め
る
よ
う
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

過
激
派
は
「
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
」
事
件
や
派
閥

内
の
対
立
で
殺
人
を
犯
す
凶
悪
で
反
社
会
的
な

集
団
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
に
潜
ん
で
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・ 

無
人
の
家
屋
や
別
荘
に
明
か
り
が
灯
っ
て
い

る
。

・ 

見
知
ら
ぬ
人
が
人
目
を
避
け
て
行
動
し
て
い

る
。

な
ど
、「
何
か
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
」
と
思
っ
た

月
例
会
成
績
表
 

5
月
11
日
／
東
栄
町
弓
道
場
 

1
部
　
 優

勝
 

伊
　
藤
　
　
　
美
 

 

2
位
 

三
　
城
　
信
　
和
 

 

3
位
 

伊
　
藤
　
　
勉
 

2
部
 

優
勝
 

平
　
野
　
浩
　
司
 

 

2
位
 

尾
　
崎
　
孝
　
良
 

女
子
 

優
勝
 

伊
　
藤
　
礼
　
子
 

 

2
位
 

平
　
野
　
里
　
美
 

東
栄
町
 

弓
友
会
 

※（  ）内は 1 月からの累積

No.218

講
習
日
／
6
月
10
日
、
７
月
8
日

と
き
は
、
す
ぐ
に
「
車
両
ナ
ン
バ
ー
等
」
近

く
の
駐
在
所
か
設
楽
警
察
署
ま
で
通
報
を
い

た
だ
く
な
ど
、
ア
ジ
ト
発
見
に
ご
協
力
と
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

東栄町図書館／4 月購入図書

子
ど
も
・
女
性
を

被
害
か
ら
守
ろ
う

〜
夜
間
は
子
ど
も
や
女
性
の

一
人
歩
き
は
大
変
危
険
〜

免
許
更
新
の
案
内

何
か
変
？
ち
ょ
っ
と
変
？

も
し
か
し
た
ら
過
激
派
か
も

〜
過
激
派
の
非
公
然
ア
ジ
ト
発
見
に

ご
協
力
を
〜
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環境にやさしい大豆油インキを 
使用しています。  

1616

　4 月 29 日から 5 月 5 日までの７日間、臨時電車で秘境の駅（小和田駅・中井侍駅等）

を巡る「飯田線 秘境６駅 探訪の旅」というツアーが行われました。

　その中で、この秘境６駅とは別に、東栄駅にも停車して花祭りの実演を披露！名古屋をは

じめ東京・大阪方面から参加した延べ 1,219 人に、花祭りの里東栄の魅力をアピールしました。参加

者らは、駅のホームで出迎えた榊鬼に歓声をあげて降車し、初めて見

る鬼の舞に釘付けでした。また、ホーム周辺の風景に感動された方も

多く、思いおもいにカメラ撮影を楽しみながら、「今度は温泉に入りな

がらゆっくり訪れてみたい。」といった言葉を多く頂きました。

　今回のツアーが、観光に訪れるきっかけになればと期待されます。

東栄駅に、榊鬼登場！

　5 月 17 日から東栄小学校児童を対象に、放

課後児童教室がはじまりました。これは、月

曜日から金曜日の放課後、16 時～ 18 時まで

小学校の教室を利用してお友達と遊んだり宿

題や自習をして過ごすものです。

　従事職員は、鈴木秀美さんと小野田ちづる

さんです。放課後の時間を有意義に使えそうですね！

放課後児童教室がはじまりました！

楽
し
み
、
特
技
な
ど

　

酒
と
ギ
タ
ー
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
谷
川
さ
ん
。

大
阪
か
ら
、
東
栄
町
へ
引
っ
越
し
て
き
て
16
年
に

な
り
ま
す
。
最
初
の
き
っ
か
け
は
、
子
ど
も
が
ア

ト
ピ
ー
で
、
き
れ
い
な
水
と
空
気
の
場
所
を
探
し

て
、
一
家
で
東
栄
町
に
移
り
住
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

も
と
も
と
山
へ
行
く
こ
と
は
大
好
き
で
、
東
栄

町
へ
来
た
ら
山
ば
か
り
。
現
在
の
山
仕
事
は
、
谷

川
さ
ん
に
と
っ
て
自
然
の
流
れ
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
山
に
入
る
と
、
太
い
木
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
れ
に
触
れ
た
り
、
見
上
げ
た
り
す
る
だ
け
で

も
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
人
間
は
ち
っ
ぽ
け
だ

な
ぁ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
俯ふ

か
ん瞰

（
全
体
を
上
か
ら
見
る
こ
と
）
す
る
き
っ
か
け
を

与
え
て
く
れ
る
ん
で
す
。「
東
栄
町
に
越
し
て
き

て
よ
か
っ
た
」
谷
川
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
、
期
待

し
て
ま
す
！

谷
川　

一
成
さ
ん
（
三
輪
）

東
栄
町
在
住
歴
16　　　
年

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
東
栄
町
に
住
む
人
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
来
月
は
、
今
月
登
場
し
た
人
に
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。


